令和５年度モデルエリアの候補地について
資料3－3

○　令和５年度モデルエリアの候補地[image: ]
図1　第1期・第2期モデルエリアと令和5年度モデルエリア候補地


・施業時の作業性を考慮し、園路からのアクセスが良く、比較的平坦な箇所とする。
・第1期・第2期と似た林相をもち、樹高に対して肥大が乏しい高木が多く、施業の効果が期待される暗い林分とする。
・林床に生育するタイプの希少植物の確認地点やその周辺を除外する。

モデルエリアの候補地の位置は図１に、各候補地の特徴は表１にそれぞれ示すとおりである。
表１　令和５年度モデルエリアの候補地の特徴
	比較項目
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	高木の混み具合
	混みあっている
○
	混みあっている
○
	混みあっている
○
	混みあっている
○

	範囲内の高木
配置の均一性
	おおむね均一
○
	おおむね均一
○
	おおむね均一
○
	おおむね均一
○

	希少植物の生育
	40ｍ以上離隔あり
○
	20ｍ以上離隔あり
△
	40ｍ以上離隔あり
○
	20ｍ以上離隔あり
△

	アクセス性
	園路沿い
○
	園路沿い
○
	園路沿い
○
	園路沿い
○

	地形
	平　坦
○
	平　坦
○
	平　坦
○
	水路に隣接
△

	備考
	・候補地の奥は比較的良好な環境が保たれており攪乱を避けたい
	・常緑樹の種数が多い
・3－30との比較が容易
	・クスノキが多い
	・園路沿いに疎林が連続することとなり、景観上好ましくない

	判定
	×
	〇
	◎
	△



○　各モデルエリア候補地の樹種構成
各候補地の樹木密度、樹種構成は表2のとおりであった。参考に、第1期及び第2期モデルエリアの樹木密度を表3に示す。
表２　令和５年度モデルエリアの候補地の樹木密度と高木樹種の構成
モデルエリア候補地
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
モデルエリア候補地の面積（㎡）
1,628.0
1,526.9
1,338.1
1,317.7
現　況
毎木調査対象個体数（本）
141　
122　
135　
108　

樹木密度（本/100㎡）
8.7
8.0
10.1
8.2

種数
落葉樹
4
5
5
4


常緑樹
8
9
9
5

本数
落葉樹
22
25
25
29


常緑樹
110
88
110
62

以上から、新モデルエリアをB及びCとすることを提案する。
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表3　既設モデルエリアの施業前の樹木密度
第1期及び第2期モデルエリア
3-2（施業前）
3-3（施業前）
3-13（施業前）
3-30（施業前）
モデルエリア候補地の面積（㎡）
782.9
1,010.4
881.5
1,211.0
現　況
毎木調査対象個体数（本）
79　
70　
78　
122　

樹木密度（本/100㎡）
10.1
6.9
8.8
10.1





－1－
林班見直し案について
ナンキンハゼの代替木候補について

資料３－4

公園内に生育するナンキンハゼについては、果実が野鳥の餌となって園内に広く散布されていることから、以前から駆除すべきと提言を受けていたところ。
森林内のナンキンハゼは伐採・抜き取りにより駆除を進めるが、西大路沿いに植えられたナンキンハゼについては在来種に植え替える方針としている。代替種として、シンボルツリーの要素を持ち、あまり大木にならず、実が野鳥の餌になるもので、かつ、北摂地域に生育する種類という観点から、以下の樹木を選定した。
万博の森の施業方針を策定するための林班分けは、現状の樹木の分布をもとに行っていたが、異なる樹木構成を含む林班が存在している。また、万博公園の樹林地内にはレッドデータブックに記載される希少野生草本が確認されている。万博の森の施業方針を決定するうえで、樹種構成の異なる林班の細分化と合わせ、希少植物の生育を阻害しないよう極力現状を維持する区域を別林班として区別することとする。

[image: ]
図2　林班の細分化案

林班1－1、3－2、3－30は樹種構成の違いをもとに林班を分割。
林班3－15、3－25、3－26は希少種の発生場所を別林班に切り分けた。
ほぼ全域にわたって希少種が確認された3－22及び3－24は全体として現状を維持する林班とする。
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ウワミズザクラ    バラ 科   樹高 １０ ｍ～２０ｍ   花 4 ～ 5 月、実 7 ～ 8 月  
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エゴノキ    エゴノキ 科   樹高 ７ ｍ～１２ｍ   花 5 ～ 6 月、実 10 月  
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ゴンズイ    ミツバウツギ 科   樹高 ３ ｍ～６ｍ   花 5 ～ 6 月、実 9 ～ 11 月  
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クマノミズキ    ミズキ 科   樹高 ５ ｍ～１８ｍ   花 6 ～ 7 月、実 9 ～ 11 月  
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